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サッカー場ロビーへ

おいでませ！

愛のふじ橋

徳地地域の事業者・地域団体

と市による「重源の郷及び徳

地地域活性化プロジェクト

チーム」が地域連携イベント

として初開催しました。地元

産の飲食物の販売や体験コー

ナーなど１８グループが出店

し、イノシシ肉のメンチカツ

販売や重源まんじゅうの無料

配布など、徳地の魅力を満喫

いただき、来場者満足度の大

変高いイベントとなりました。

（山口市観光交流課）

5 月 3日（火）、やまぐちサッカー
交流広場のロビーを活用して地域を
盛り上げよう！という試みで、ワー
クショップとミニフリーマーケット
が開催されました。
ワークショップでは「アマビエ」
のつまみ細工やロゼッ
ト作り、フリマでは日
用品や駄菓子が並び、
大人も子どもも参加
し、一緒に楽しまれて
いました。

（取材：徳地づくり達人塾）
※ロビーをイベントや教室、展示会等に利
用希望の方は【やまぐちサッカー交流広場
☎56-0888】にお問い合わせください。

4 月末、少し早い撮影でしたが、
今年も見事に藤が咲きました。
約 50 年前、車椅子になった夫が、
家から楽しめるようにと植えられた
藤。ここ数年は寂しい姿でしたが、
少しずつ元気と勢いが戻ってきたよ
うに感じます。
数年ぶりに訪れたという男性が

「昔はもっと凄かったよ」と、話し
ていました。来年も楽しみです。

（取材：徳地づくり達人塾）

５月７日
徳地へおいでマルシェ
㏌ 重源の郷　開催

このプロジェクトは、地域づくり協議会の方々と防府高校佐波分校、徳地５地区の小中学校が一緒
になってベンチを製作し、地域内に設置するという取組です。佐波分校の生徒の皆さんが設計して、
地域づくり協議会のご協力を得ながら高校生と中学生が組み立てました。さらに各小学校の児童がペ
ンキで色づけをし完成しました。各校素敵なベンチが仕上がっています。
この度、徳地中記者ボランティアが、この取組を企画した佐波分校に訪問し、代表生徒の大田さん（３
年）に、感想や徳地に対する思いなどをインタビューしてきました。

徳地Ǒ地ࣾʨʑพʱˋʙಡʯ˅ʐɿʇト

ベンチづくりを始めようとしたきっか
けは何ですか？
地域の皆さんに待合室を気持ちよく利
用していただき、徳地に観光に来られ
た方々にも徳地の伝統工芸を知っても
らいたいと思ったからです。
※待合室には徳地和紙などの作品も
飾っています。

やってみてよかった点や成果を教え
てください。
自分達の先輩が設計したものが形に
なったことが嬉しかったです。それ
を実際に使っている人を見て、さら
に嬉しくなりました。

ふるさと徳地がどのようになるとよ
いと感じておられますか？
同世代のつながりは強くなってきて
いるので、もっと縦軸の広がり、い
ろいろな世代の方々とのつながりが
強くなるとよいと感じます。今回の
ように、交流が深まるような活動が
たくさんできると嬉しいです。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子

これからも、徳地地域協育ネットは、地域の方々とのふれ合いやさまざまな経験を通して、子ども達の健やかな
成長を支援していきたいと思っています。

組み立ての様子（佐波分校・徳地中）

ペンキ塗りの様子（島地小）

美濃吉ではカフェ＆ワーク
ショップをしました。
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■
徳
地
に
魅
せ
ら
れ
て

5
月
10
日
、
山
口
市
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
卒
業
報
告
会
が
あ
り

ま
し
た
。
今
月
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
他
に
、
森
の
案
内
人
と

し
て
森
林
セ
ラ
ピ
ー
活
動
、
林
業

女
子
会
＠
山
口
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
木
育
に
も
関
わ
ら
れ
て
い
る
、

今
仁
有
希
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
仁
さ
ん
は
、
下
松
市
の
ご
出

身
。
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
す
る
中

で
、
15
年
務
め
た
本
屋
さ
ん
は
電

子
書
籍
の
登
場
に
大
き
な
影
響
を

受
け
る
な
ど
、
社
会
の
変
化
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
一
冊
の
本
が
き
っ

か
け
で
山
仕
事
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
す
。

数
あ
る
市
町
の
中
か
ら
、
目

の
前
に
広
が
る
里
山
風
景
、
時

間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
感
覚
に

心
を
惹
か
れ
、
徳
地
で
暮
ら
し

た
い
と
い
う
思
い
が
募
っ
て
い

き
ま
す
。
山
仕
事
へ
の
関
心
の

高
ま
り
と
、
徳
地
の
魅
力
が
移

住
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

■
し
い
た
け
の
里
、
徳
地
を

再
び地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
原
木
し
い
た

け
生
産
技
術
の
習
得
と
ブ
ラ
ン
ド

化
。
生
産
者
の
高
齢
化
と
後
継
者

不
足
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る

一
端
と
な
れ
ば
と
、
生
産
技
術
の

取
得
に
向
け
て
、
現
地
視
察
と
生

態
や
栽
培
の
基
礎
、
地
域
の
気
候

に
合
わ
せ
た
独
自
の
栽
培
方
法
を

学
び
ま
し
た
。

現
在
は
野
谷
地
区
の
人
工
ほ
だ

場
で
栽
培
を
行
い
、
今
年
は
ほ
だ

木
7
0
0
〜
8
0
0
本
、
合
計

1
5
，
0
0
0
駒
を
打
ち
込
む
予

定
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
他
に
、
小
学
校
の
森
林
体

験
学
習
、
徳
地
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

へ
の
協
力
と
南
大
門
へ
の
勤
務
な

ど
徳
地
地
域
に
関
わ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

■
半
農
半
椎
茸

5
月
31
日
で
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
の
任
期
を
終
了
し
、
引

き
続
き
徳
地
に
定
住
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
ピ
ー
マ
ン
の
栽

培
も
開
始
し
、
半
農
半
椎
茸
で
地

場
産
品
の
生
産
拡
大
と
、
里
山
の

環
境
改
善
や
保
全
に
携
わ
れ
た
ら

と
熱
い
お
話
が
聞
け
ま
し
た
。

地
域
資
源
の
魅
力
は
、
内
側
か

ら
だ
と
な
か
な
か
気
づ
け
な
い
、

栽
培
作
業
の
1
つ
に
埋
も
れ
て
い

る
よ
う
な
も
の
。
自
分
の
中
で
は

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
た
く
さ

ん
の
宝
を
、
一
緒
に
磨
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
！（

取
材
： 

河
上
特
派
員
）

ほれ込んだ徳地の里
山を

しいたけで救う
今仁有希さん（39）今仁有希さん（39）

◆「
萩
の
方
言
」

こ
な
い
だ
の
〜
、Ｙ
先
生
か
ら
「
萩
の
方
言
」
ち
ゅ
う
チ
ラ
シ
を

も
ろ
う
た
ん
じ
ゃ
。
そ
れ
に
の
〜
、
よ
う
知
っ
ち
ょ
る
方
言
や
ら
、

知
ら
ん
の
や
ら
、
の
っ
ち
ょ
っ
た
け
〜
教
え
ち
ゃ
ろ
う
か
の
ぉ
〜
。

わ
し
ら
の
年
代
じ
ゃ
あ
使
わ
ん
け
ど
の
ぉ
〜
。
山
口
県
の
有
名
な

方
言
「
の
ん
た
」
ち
ゅ
う
ん
は
、「
の
う
、
あ
ん
た
」
ち
ゅ
う
声
掛

け
の
略
ち
ゅ
う
ん
じ
ゃ
。

﹇
田
町
お
た
か
ら
マ
ッ
プ
﹈

https://www.city.hagi.lg.jp/uploaded/life/32574_27242
4_m
isc.pdf

◆
福
岡
の
大
学
で
・
・
・

も
う
50
年
も
前
の
こ
と
で
す
。
私
が
福
岡
の
大
学
に
入
っ
た
時
の

こ
と
で
す
。
同
級
生
に
、「
す
い
ば
り
が
た
っ
た
け
ぇ
〜
い
と
ぉ
〜

て
や
れ
ん
に
ぃ
の
〜
」
と
思
わ
ず
話
し
た
ら
、「
お
み
ゃ
あ
、
何
言

う
と
る
と
や
！
」と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
は
ぁ
〜
え
ら
ぁ

〜
・
・
」
と
言
う
と
、
そ
れ
か
ら
は
真
似
を
さ
れ
て
弱
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

◆
こ
ね
ぇ
な
の
は
知
っ
ち
ょ
る
い
の
〜

「
は
ぁ
〜
う
る
う
た
の
ぉ
〜
」「
や
ね
こ
い
け
〜
の
ぉ
〜
」「
お
お

く
じ
く
ら
れ
る
」「
あ
あ
ぬ
け
ぇ
〜
や
」「
は
ぶ
て
ん
な
ち
ゃ
〜
や
」

「
ご
し
ょ
う
が
わ
る
い
け
ぇ
〜
」「
た
っ
け
れ
〜
や
」「
な
ば
採
っ
て

来
た
ぞ
」「
ち
ば
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
」「
も
げ
る
か
と
思
う
た
」・
・

こ
ね
〜
な
の
は
ま
だ
つ
こ
う
ち
ょ
る
ん
か
の
ぉ
〜
。
は
〜
わ
か
ら

ん
よ
う
に
な
っ
ち
ょ
る
い
の
ぉ
〜
。

（
執
筆：

池
田
特
派
員
）

「のんた」は、
「のぉ〜、あんた」

いま　   に　  ゆ　　き
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徳地地域母子保健推進員のご紹介

山口市から委嘱を受け、保護者のみなさんと乳幼児の
健康を守るために市保健師とのパイプ役として活動して
います。
妊娠中や赤ちゃんのお誕生後等に家庭訪問しますので、
妊娠や育児に関することなどを、お気軽にご相談くださ
い。
また、「あいあいサークル」の開催や育児相談及び１歳
６か月児・３歳児健康診査のお手伝いも行っていますの
で、よろしくお願いします。

問合せ先　
総合サービス課　健康づくり担当
☎５２－１１１４　FAX５２－０４４４

子育て応援セミナーのご案内

自治会長の皆様へのお知らせ

◎日　　時 ７月１５日（金）午前１０時～１１時３０分
◎場　　所 徳地保健センター
◎内　　容 「親子で楽しくリトミック♪」　　
◎対象及び定員 未就園児とその保護者　７組（先着順）
◎参 加 費  無料
◎持参品等 マスクの着用をお願いします
◎申込〆切 ７月８日（金）
◎主　　催 山口市母子保健推進協議会徳地支部
申込先
徳地総合支所　総合サービス課　健康づくり担当
　　　　☎５２－１１１４  FAX５２－０４４４
＊新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により中
止、内容を変更する場合があります。ご了承ください。

～自治会の環境美化活動について～
※以前の「一斉清掃」に替わるものです

　今年度も、活動のための物資（燃
やせるごみの袋、ポリ袋、軍手）を、
徳地地域交流センター及び各分館
でお渡ししています。

［徳地地域づくり協議会］

このたび、俊乗房重源上人の生誕９００年を記念して、
徳地地域にまつわる史跡や伝説を後世に伝承することを
目的とした映像を制作いたしました。つきましては、徳
地地域の皆様にもご自宅でご覧いただけるよう、貸出用
を準備いたしておりますので、ご活用ください。また、
山口市公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル「やまぐちゃんね
る」でもご覧いただくことができますので、お知らせい
たします。
◎貸出用媒体 ＤＶＤ又はブルーレイ（各１枚）
◎上映時間 約５０分程度
◎貸出期間 貸出日から１週間

問合せ先　徳地総合支所　地域振興課　☎５２－１１１１

重源上人生誕９００年記念映像
「徳地と俊乗房重源上人」の貸し出しについて

氏名

武石 美夜子

藤 本 米 子

中島 眞壽美

髙木 美努利

坂 本 博 美

木 村 洋 子

藤 井 裕 美

河 村 和 江

山 本 初 江

原　惠美子

吉 賀 克 子

屬　純 子

礒 村 正 子

岸田 よしえ

山下 いつ子

担当地区

才谷、関、才契、上市、市、片山、
御所野、深谷

伏野上･下、須路上･下、堀、旭

本町、西川、上佐、上佐団地、上・下庄方

漆尾、二の宮、開作、志手原、
沖の原東・西

新田上・下、古森、船津上・中・下、伊賀地団地、
西大津、徳行、土井、樋の口、麻生、野尻

下八坂上･中･下、三谷川、三谷川団地

野々井、国木、巣垣、神原、奈良原、木地屋、
奥谷、羽高、梶畑

上八坂、中央下

川口上・下、中村上・中・下、夏焼上・中・下、
戸祢

下庄、上河内、中央上・中、御馬、屋敷、
間方、船路東

上村、西畑、蔵場、西村、大町、島地団地、
浄賢

大久保、中畑、下畑、大野、浅木

上市、中市、下市、石曾根、中村

上・中・下藤木、立石、小河内、矢井、
下津屋

串地区全域
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すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２

のびっこ島地予定
島地保育園内子育て支援室  

☎５４－０５６３のびっこ島地予定
島地保育園内子育て支援室  

☎５４－０５６３

◆◇図書館だより◇◆ ☎５２－００４３☎５２－００４３

総合支所情報局

休日・夜間診療のご案内（防府市内）

6 月・7月の開設日
15
16
17
18
19

20
21
22
23
24

25
26
27
28
29

30
1
2
3
4

5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

　

【夜間救急病院】( 平日、休日にかかわらず）

＊山口市内は市広報に掲載しています。どちらも利用できます。
【内科・小児科】（受付 8:30 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【歯科】（受付 8:30 ～ 11:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【外科】当番医療機関 ( 診療 9:00 ～ 17:00）
6月１９日（日）
２６日（日）

7月　３日（日）
１０日（日）

桑陽病院（車塚町） ☎23-1781
うちみち脳神経ｸﾘﾆｯｸ（石が口） ☎27-5880
防府胃腸病院（駅南町） ☎22-3339
木村整形外科（岸津） ☎38-1181

図書館
休館日

6月／２０・２３・２７
7月／４・１１

　6月 17日（金）　絵本トーク
　6月 23日（木）　めぐみ先生の簡単レシピ
　6月 24日（金）　たんじょう会
　7月　7日（木）　七夕夏まつり
　7月 14日（木）　たのしく食育！

　6月 22日（水）　運動遊び (坂道・ボールを使って )
  サーキットコース
　7月 13日（水）　水遊び・絵の具遊び

両日とも園庭開放しております。

【新しく入った資料】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎文学 チョウセンアサガオの咲く夏／柚月 裕子  
◎一般書 「速く」「短く」「感じよく」メールを書く方法／鈴木 真理子
◎実用書 50 代からの骨粗鬆症対策の献立  
◎ティーンズ 建築家になりたい君へ／隈 研吾  
◎物語・児童書 止めたい！人種差別 １／関橋 眞理  
◎絵本 わたしはいいこ？／えがしら みちこ  
 
 
【企画展示】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎今月のテーマ 若手作家特集
◎絵本 雨がすき
◎一般 教養ってなんだ？
◎児童・ティーンズ ふしぎなセカイへ

【お知らせ】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・雑誌の譲渡

7/12（火）～ 7/17（日）の間、
2018 年 10月～ 12月までの雑誌を譲渡いたします。
期間内おひとり様 15冊までです。
利用カード（お持ちでない方は、本人確認できるもの）を持参の上
ご来館ください。

・雑誌「ミセス」、「haru_mi」の休刊にともない

「éclat（エクラ）」、「うかたま」の購入を開始しました。

お立ち寄りの際は、ぜひお手にとってみてください。

上記の行事につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容の変更、中止又は延期となる場
合があります。詳しくは上記各行事の問合せ先にご確認ください。

【今年も取り組みます】　緑のカーテン
山口市では二酸化炭素排出量の削減効果が高い「緑
のカーテン」の設置を推進しています。徳地総合支
所も毎年取り組んでおり、今年も庁舎南側にゴーヤ
の植え付けを行いました。昨年は２階の窓までツル
が伸び、清涼感を存分に感じさせてくれました。
ご来庁の際はゴーヤの成長にも是非注目して見てく
ださい。なお、収穫したゴーヤは来庁された地域の
皆様にお福分けの予定です。
問合せ先　徳地総合支所　土木課　５２－１１１２
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認知症家族会（やすらぎの会）

あいあいサークル「はじめまして」（徳地保健センター）

健康相談　栄養相談併設（徳地保健センター）

出雲地区ラジオ体操・ウォーキング

健康相談（串分館）

健康相談（徳地保健センター）

憩いステーションとくぢ（徳地保健センター）

育児相談　歯科相談併設（徳地保健センター）

骨折・骨粗しょう症予防教室（徳地保健センター）

（問）基幹型地域包括支援センター徳地分室　☎５２－０６７０

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）出雲地域づくり協議会　 　☎５２－０２１７

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）地域活動支援センターやまぐち　☎０８３－９８６－２８３２

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４
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木

火

水

木

昨年の様子

（6 月 15 日～7 月 14 日）
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徳地のバス停 探訪
地域おこし協力隊が行く

バ
ス
停

>>> 写真や情報をお寄せ下さい <<<>>> 写真や情報をお寄せ下さい <<<

地域の景色や行事など、あなたの知っ
ている徳地の素敵なところ・人・モ
ノの写真や情報を徳地地域づくり協
議会まで情報をお寄せください。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。

地域の景色や行事など、あなたの知っ
ている徳地の素敵なところ・人・モ
ノの写真や情報を徳地地域づくり協
議会まで情報をお寄せください。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。

東大寺は、聖武天皇が仏教に頼る鎮護国家を目指して創
建されました。この巨大な国家的社会再生事業は、743 年
に大仏造立の詔が発せられてから大仏完成まで９年、大仏
殿完成までさらに６年を要する大事業でした。
その間の建造費 ( 原材料
費・人件費・労働者の住居
費 ) は約 4,657 億円、労働
者は延べ 260 万人以上と
試算されています。今年度
着工予定の山口市の新市庁
舎の総事業費 189 億円、
ディズニーシー3,380億円、
山口県の令和３年度当初予
算 7,529 億円と比べてみる
と、いかに大きな負担であったかがわかります。労働者も、
当時の日本の全人口が 500 ～ 600 万人位と考えられるこ
とから、その半数近くが動員されたことになります。これ
は驚くべきことですね。
完成した大仏の大きさは、高さが 18ｍ、最大幅が約 20ｍ、
そして大仏殿の大きさは、高さが 49ｍ、幅が約 88ｍ( 現
在のものは約 57ｍ) で、いずれも世界最大級の大きさを誇
ります。
天然痘が猛威を振るい、当時の日本の総人口の 25～
30％に当たる 100～ 150 万人が死亡したといわれていま
す。それだけにとどまらず干ばつ・飢饉・凶作・大地震な
どが次々に発生し人々の生活は絶望の底にありました。
そんな悲惨な状況にありながらも、この巨大な国家的社
会再生事業を成功へと導いた原動力は、一体どのようなも
のだったのでしょうか。仏教に帰依して出家した聖武天皇
を敬い、常に人々に寄り添い、社会的宗教的救済事業を行
いながら民衆への仏教の伝道に努めた、僧行基を慕い、仏
教による救済を信じて疑わなかった人々の心の団結こそが
その原動力であったことは疑いのないことでしょう。現在
とは違って、科学が未発達であった当時、神仏の加護に頼
る以外に残された道は人々にはなかったのです。
およそ 500 年後、今度は僧行基を尊敬してやまない重源
が、後白河法皇や源頼朝などの支援を受けながら、徳地に
やってきて国家存亡の危機を救う、国家的社会再生事業に
取り組むことになるのです。

徳地と東大寺再建徳地と東大寺再建

（執筆：吉松桂二）

夏焼下バス停（引谷）
山口市の南部地域や阿東へ行くと、広大な田園
風景が広がり、ひらけた景色に目を奪われます。
引谷を初めて訪れた時も、同じように心を奪わ
れました。徳地は佐波川を中心に周囲を山に囲
まれているので、山が身近にある地形だなと思っ
ていました。引谷の田園風景が、徳地の新しい
風景に気付かせてくれました。田んぼと小川と
遠くに見える山、空のコントラストを見ると、
思わずいいなーと何度もつぶやいてしまいます。
広大な景色を見ると、今度は徳地を一望したい
という欲望が沸いてきました。白石山からの景
色を目当てに登ったのですが、思ったよりも険
しい道のりに途中で断念しました。新しく、白
石山の登頂と景色をお届けするという目標がで
きたので、準備を整えて挑みたいと思います。
 （河上特派員）
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～徳地から始まる「材木の道」～～徳地から始まる「材木の道」～
⑶ 東大寺建立は巨大な国家的社会再生事業

東大寺（執筆者撮影）


